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衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
沖
縄
県
に
お
け
る
外
務
省
所
管
公
務
員
宿
舎
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

国
家
公
務
員
宿
舎
は
、
国
家
公
務
員
宿
舎
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
十
七
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
家
公
務
員
等

の
職
務
の
能
率
的
な
遂
行
を
確
保
し
、
も
っ
て
国
等
の
事
務
及
び
事
業
の
円
滑
な
運
営
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置

さ
れ
て
い
る
。

二
及
び
七
に
つ
い
て

外
務
省
と
し
て
、
国
家
公
務
員
宿
舎
の
設
置
の
目
的
は
一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
外
務

省
所
管
の
国
家
公
務
員
宿
舎
の
存
在
は
妥
当
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

三
か
ら
六
ま
で
に
つ
い
て

外
務
省
は
、
御
指
摘
の
「
グ
リ
ー
ン
シ
ェ
ー
ド
」
の
一
戸
（
以
下
「
本
件
宿
舎
」
と
い
う
。
）
を
、
借
受
け
の
方
法
に
よ

り
外
務
省
所
管
の
国
家
公
務
員
宿
舎
と
し
て
使
用
し
て
お
り
、
本
件
宿
舎
に
外
務
省
職
員
が
居
住
し
て
い
る
。
外
務
省
と
し

て
は
、
「
グ
リ
ー
ン
シ
ェ
ー
ド
」
は
平
成
九
年
に
建
設
さ
れ
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
が
、
そ
の
総
工
費
に
つ
い
て
は
承
知

し
て
い
な
い
。
外
務
省
と
し
て
は
、
本
件
宿
舎
の
床
面
積
は
約
百
二
十
四
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。
本
件

一



宿
舎
の
賃
借
料
は
、
月
額
十
八
万
二
千
円
で
あ
り
、
外
務
省
と
し
て
は
、
現
地
の
賃
貸
住
宅
の
家
賃
と
比
較
し
、
適
正
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

二


